
感染症・食中毒の予防及びまん延防止のための指針 
 
 

1. 感染症・食中毒の予防・まん延防止の基本的考え方   
かんたきホームあわだ（以下、当事業所）は、利用者の居宅や事業所内において、感染症が
発生時、まん延しないように必要な措置を講ずるための体制を整備し、平素から対策を実施
するとともに、感染予防、感染症発生時には迅速で適切な対応が取れるよう指針を定め、事
業所全体で取り組みを推進していきます。  
 
2. 感染症・食中毒の予防・まん延防止の基本的方針   
(1) 感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止の体制   
感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のため、感染対策担当者を定め、委員会を設置す
る等事業所全体で取り組みます。   
(2)平常時の対応  
①事業所内の衛生管理  
当事業所では、感染症・食中毒の予防及びまん延の防止のため、日頃から整理整頓を心がけ、
換気、清掃・消毒を定期的に実施し、事業所内の衛生管理や清潔の保持に努めます。  
②感染症対策  
日頃から職員の手洗い、手指の消毒、うがいを徹底し、感染症の流行が見られた場合にはマ
スクを着用します。また、利用者にも注意喚起をして可能な限りの感染症対策を実行します。
また、血液・体液・排泄物・嘔吐物等を扱う場面では細心の注意を払い、適切な方法で対処
します。利用者の異常の兆候をできるだけ早く発見するために、健康状態を常に注意深く観
察することに留意します。  
③外来者への衛生管理の周知徹底を図りまん延防止に努めます。マスクの着用や手指  
の消毒等感染症対策の協力を依頼し、感染状況によっては外来の制限の対策を取ります。  
(3)発生時の対応  
万一、感染症及び食中毒が発生した場合は、「厚生労働大臣が定める感染症または食中毒が
疑われる際の対処の手順」に従い、感染の拡大を防ぐため下記の対応を図ります。  
①「発生状況の把握」  
②「感染拡大の防止」  
③「有症者への対応、医療処置」   
④「関係機関との連携」 
⑤「行政への報告」 
 
次のような場合は、管理者が迅速に石川県及び野々市市の主管部局に報告すると共に、石川
中央保健福祉センターへの報告を行い、発生時対応等の指示を仰ぎます。 



 
・石川中央保健福祉センターTEL０７６−２７５−２２５３ 
 
・野々市市福祉総務課   TEL０７６−２２０−２２８９ 
・石川県障害保健福祉課  TEL０７６−２２５―１４２６ 
 
〈報告が必要な場合〉 
ア） 同一の感染症もしくは食中毒、又はそれらによると疑われる死亡者又は重篤患者が

1 週間以内に 2 名以上発生した場合 
イ） 同一の感染症もしくは食中毒による又はそれらが疑われる者が全利用者の半数以

上発生した場合 
ウ） 上記、ア）及びイ）に該当しない場合であっても、通常の発生動向を上回る感染症

等の発生が疑われ、特に管理者が報告を必要と認めた場合 
※イ）については、同一の感染症などによる患者等が、ある時点において全利用者の半数以
上発生した場合であって、最初の利用者等が発生してからの累積の人数ではないことに注
意する。 
 
3. 感染症・食中毒まん延防止に関する体制   
(1) 感染症対策委員会の設置  
①設置目的  
感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための対策を検討するため、感染症対策委員
会を設置します。  
②感染症対策委員会の構成員  
事業所責任者を委員長とし、計画作成担当者、介護役職者、介護職員、委員として選任しま
す。管理者は感染症対策責任者を兼務します。  
③感染症対策委員会の開催  
委員会は感染症が発生しやすい時期を考慮しながら、概ね６ヶ月に１回以上開催します。そ
の他、必要に応じて開催します。  
④感染症対策委員会の主な役割   
・感染症予防対策及び発生時の対応の立案   
・感染症対策に関する、職員研修の企画と実施（6 月と 11 月の年 2 回）  
・各指針・感染防止対策マニュアル等の作成   
・利用者・職員の健康状態の把握と対応策  
・利用者の感染症の既往の把握と対応策   
・感染症発生時の事業所内連絡体制及び行政機関等への報告と対策 
・感染症対策実施状況の把握と評価   



 
 
4.職員の健康管理 
・職員は年 2 回の健康診断を実施 
・職員が感染症を罹患している場合は、感染経路の遮断のため完治まで適切な処置を講じま
す。 
 
5. その他  
本指針や感染症対策に関するマニュアル類等は感染症防止委員会において定期的に見直し、
必要に応じて改正するものとします。  
 
附則 
1、 この指針は、令和 7 年 4 月１日より運用する。 
 

以上 


